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1）本書は一般国道175号線拡幅工事に伴い、事前調査を実施した神戸市西区平野町芝崎

字樋ノロに所在する芝崎遺跡の発掘調査報告書である。

2）発掘調査は建設省近畿建設局兵庫国道事務所の委託を受け、兵庫県教育委員会が実施

した。

3）調査は昭和60年1～3月に実施した確認調査を山本、中川が担当し、昭和61年1～2

月に実施した全面調査を山本、藤田が担当した。

4）遺構の実測は調査員、調査補助員が行い、写真は藤田が撮影した。遺物の実測、製図

遺構の製図は社領、石本、長浜、本岡が行い、遺物写真は藤田が撮影した。

5）本書の編集は藤田が行った。

執筆は第1章を山本、藤田が、第3章一2を山本が、第3章一6を山本、長浜が、他

を藤田が担当した。

6）発掘調査及び整理報告書作成に際し、神戸市教育委員会丹治康明、千種浩、神戸市立

博物館森田稔、兵庫県立歴史博物館水口富夫の諸氏から指導及び助言を頂いた。記して

感謝を表する。
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第1章　調査に至る経緯と経過

1．調査に至る経緯

芝崎遺跡は、兵庫県神戸市西区平野町芝崎字樋ノロに所在する。遺跡は国道175号線沿

いにある。本線は明石市～舞鶴市を結ぶ南北主要幹線道であり沿線の著しい開発に伴う交

通混雑の解消と交通の安全確保のため、建設省地方建設局兵庫国道事務所により道路拡幅

の計画がたてられていた。この時点では芝崎遺跡の存在は知られていなかったが、昭和58

年10月神戸市教育委員会は国道拡幅に伴う個人住宅の移転地の建築に先立ち、芝崎樋ノロ

285－1、298－1の一部の発掘調査を実施した。その結果、ここに古墳時代～中世の集落址が

存在することが明らかとなり、芝崎遺跡として周知されることとなった。この時点で兵庫

県教育委員会では、建設省地方建設局兵庫国道事務所に一般国道175号線（玉津拡張）予定

地内に遺跡の存在する旨の文章通知を行い協議に入った。協議の結果、昭和59年度中に確

認調査を実施し、遺構が確認された場合、全面調査は昭和60年度に実施することで合意した。

これにもとづき、昭和60年1月に確認調査を実施した。この結果、中世の遺構の分布が

確認されたため、昭和61年1月～2月に本調査を実施した。

全面調査に先立ち、昭和60年6月、神戸市開発局西神開発事務所が計画する芝崎地区舗

装工事の際、立会調査を行ったが、良好な遺物包含層および遺構は検出されていない。な

お、この立会調査と確認調査の所見から全面調査の範囲を判断した。

また、全面調査終了後、国道西側の拡幅工事に際し昭和61年7月29日、昭和61年8月20・21

日に立全調査を行った。その結果、昭和60年度調査区の西側で、2カ所のピット状の落ち込み

と、径1．3mの素掘りの井戸状遺構を検出したが、時期判定の基準となる遺物は得られていない。

2．調査の体制

昭和59年度確認調査

調査事務

社会教育・文化財課

課長

昭和60年度全面調査

調査事務

社会教育・文化財課

西沢良之　　　　　　課長 北村幸久

文化財担当参事　　　大西章夫　　　　　文化財担当参事　　　森崎理一

埋蔵文化財調査係長　橋本誠一　　　　　埋蔵文化財調査係長　榎本誠一

調査担当

主任

技術職員

調査担当

山本三郎　　　　　　主査

中川　渉　　　　　　技術職貞

一1　－

山本三郎

藤田　淳



調査補助員　　山崎敏明、斎木　厳

田中　騰

3．調査の経過と方法

全面調査は昭和61年1月22日から開始した。調査予定地内には隣接する本屋への進入路

を確保する必要があるため、全面を同時に調査することは困難であった。そこで、まず進

入路の北側と南側の調査を行い、進入路についてはこれらの遺構の検出状況をみて調査を

行うかどうか判断することとした。最終的には、この付近は遺構の密度が極めて粗になる

と判断され、また営業上進入路を長期間使用できない状態にできなかったため調査は行っ

ていない。

遺構の実測図は1／20を基本として作成したが、調査区の土層断面図は横1／100、縦1／20と

した。

調査の期間中、II区の国道を挟んだ西側で集水漕設置のための掘削工事があ生　立会を

行ったところ断面で溝状の遺構の一部を確認したため、その位置を平板で記録した。

なお、調査の際には県教育委員会の村上泰樹、別府洋二の応援をえ、2月14日にすべ

ての作業を終了した。

4．整理事業の体制

遣物の整理事業は昭和62年度に兵庫県埋蔵文化財調査事務所で行った。

整理事務

社会教育・文化財課　課長　　　　　　　　　北村幸久

文化財担当参事　　　　森崎理一

課長補佐兼

埋蔵文化財調査係長　　大村敬通

整理担当

技術職員

整理補助員
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藤田　淳

社領育代、石本淳子、長浜幸子

本岡雅子、茨木恵美子

佐藤哲子、吉川京子
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第2章　地理的・歴史的環境

1．地理的環境

六甲山地の西側を流れる明石川は、支流である櫨谷川、伊川と合流し播磨灘へ注いでい

る。その中下流域には東西を低い丘陵と段丘に挟まれた幅1km程の明石平野が広がってい

る。東岸の丘陵は櫨谷川、伊川の流れる谷により大きくは3つの単位にわかれ、六甲山地

から西南の方向に張り出している。これらの丘陵や段丘はさらに細かく開折され、複雑な

樹枝状の谷が刻まれている。

芝崎遺跡はこのような明石川中流の平野部を見下ろす段丘の縁辺部に位置し、標高36m

をはかる。

なお、明石川中下流域の地形環境については、『玉津田中遺跡発掘調査概報I』のなか

で詳しく述べられているので参照されたい（兵庫県教育委員会1984年）。

2．歴史的環境

明石川中下流域には多くの遺跡が知られている。近年、宅地化の進展に伴い発掘調査も

数多く行われているが、調査の規模は小さいものが多く遺跡全体の概要が判明しているも

のは、ごくわずかであるが、区画整理事業に伴う玉津田中遺跡の発掘調査、西神ニュータ

ウン建設に伴う一連の発掘調査などは、調査面積も大きく数多くの重要な知見が得られて

いる。ここでは主に発掘調査の行われた遺跡を中心に素描してみたい。

旧石器・縄文時代　明石川中下流域にはこの時代の遺跡はまだ少ない。旧石器時代では

丘陵上の上喰池遺跡、野々池遺跡、青谷遺跡など、縄文時代では大畑遺跡、南別府遺跡な

どで、それぞれ当該期の資料が採集されている。最近では、玉津田中遺跡で縄文後期、晩

期の土器が出土しており、晩期では弥生前期の土器との共伴関係が問題とされている。

弥生時代　弥生時代になると明石川中下流域は急激に遺跡数が増加する。最も古い遺跡

としては明石川下流の段丘上にある吉田遺跡があげられる。近年の県下の調査では、弥生

時代前期前半の土器と縄文時代晩期後半の土器が伴出する例が多く認められるが、吉田遺

跡では弥生時代前期前半の土器が単独で出土しており、弥生文化の受容のありかたを考え

るうえで、その評価が問題となろう。これに続く前期の遺跡には、玉津田中遺跡、常本西

ノロ遺跡があり、竪穴住居址、土墳墓などが検出されている。集落が明石川をしだいに遡

って形成される様子が読み取れよう。

中期の遺跡には、沖積地の玉津田中遺跡、新方遺跡、今津遺跡、段丘上の居住・小山遺

跡などがある。中でも玉津田中遺跡、新方遺跡は、集落の規模も大きく遺物量も豊富で明
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第1図周辺の遺跡分布図（国土地理院発行1／50，000「高砂」「神戸」「明石」「須磨」）
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N o． 遺　 跡　 名 時　　　 期 文　 献 No． 遺　 跡　 名 時　　　 期 文　 献

1 養 田中 ノ池 弥生 中期 21 16 慶 明寺 古墳群 古墳後期 10

2 常 本西 ノロ 弥生前期 、古墳後期 8 、11 17 青 谷 旧石器 、弥生 中期 11、17

3

4

西神 ニュー タウン 古墳 後期

（弥生前期 ） （古 墳）

鎌倉

7

11

18 居住 古墳 、鎌倉 9 －13
内の古墳 19 野々池 旧石器 17

西戸田 20 出合 古墳後期 、奈良、平

安後半 ～鎌 倉

5 、26、27

5 大畑 （縄 文晩期 ）、弥生 11 2 1 王塚古 墳群 古墳 中期 22

6 西神 ニュー タウン

第50地点

西神 ニュー タウン

第48地点

西神 ニュー タウ ン

第59地 点

中村古 墳群

上喰 池

弥生 中期 8 22 吉 田、枝 吉城 弥生前期　 室 町 11、23

7 弥生 中期 8
23

24

2 5

今津

高津橋 ・岡

白水 瓢塚 古墳

弥生 中期 、古墳

弥生後期 、古墳後期 、

12

8

2 2
8 弥生 中期 11、14

平安未 ～鎌倉

古墳前期

9

10

古墳後瑚

（旧石 器）

22

17

2 6

2 7

天王 山

北別府

古墳前期

（弥 生 中 期 、奈良 、

平安 ）

（縄文 晩期 ）

（旧石器 ）弥生中期 、

古墳前期

弥生前期～後期 、古

墳後期～奈良 、鎌倉

弥生後期～古墳 、奈

良後～平安前 、鎌倉

22

11

11

12

13

1 4

1 5

福 中城址

芝崎

西神ニ ュー タウン

室町

弥生後期 、古墳、鎌 倉

弥生 中期 、古墳後期 、

4 、6 、23

2 0

9 、10、12

2 8

2 9

南別．府

池上 ロノ池

11

1 1

第62地点

玉津 田中

居住 ・小 山

平安 後半～鎌倉

縄文後晩期 、弥生 前

期 ～古墳 、平安末 ～

鎌倉

弥生 中期 、古墳後期

13

2 5～28

9 、10、12

3 0

3 1

新方

吉 田南

8 、10－

12、15

8

第1表　周辺遺跡一覧表

石川中下流域の中核的な集落となったと考えられ、これ以降、奈良から平安時代前半を除

き鎌倉時代まで継続する。玉津田中遺跡の調査結果によると、旧明石川によって形成され

た自然堤防状微高地では竪穴住居址群などと方形周溝墓群が、微高地から後背湿地へ移り

変わる低地部には水田が検出され、集落の構造が地形との関係で捉えられるという成果が

得られている。中期の後半になると上中流域の丘陵上に「高地性集落」が出現する。明石

川流域の養田中ノ池遺跡、西神ニュータウン第48・50・59・62地点遺跡、伊川流域の頭

高山遺跡＼池上ロノ池遺跡、櫨谷川流域の青谷遺跡などがある。西神ニュータウン内の遺

跡では、10棟以上の住居址が検出された規模の大きなものと、数棟の住居址が検出された

だけの小規模のものがあり、また墓は住居址とは別の尾根を利用していることが明らかと

なっている。これらの「高地性集落」は弥生時代後期には廃絶してしまっておr上池上ロノ

池遺跡を除いては再び集落が形成されることはない。これにくらべ沖積地の遺跡では現在

のところ遺構の検出例が少ないが、玉津田中遺跡では、前期、中期には沖積地の中央部に

あった集落が後期には沖積地のなかでも一段高い段丘上に移っていることが確認されて

いる。したがって、地形環境の変化など、何らかの理由で集落の地点を変えたことも、そ

の要因として考えられよう。

後期の遺跡は、再び明石川中下流域に多くな生玉津田中遺跡、新方遺跡、吉田南遺跡

のように沖積地に立地するものと高津橋・同遺跡のように比高差の低い段丘上に立地する
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ものがある。吉田南遺跡、高津橋・岡遺跡、新方遺跡では屋内高床部（ベッド状遺構）を

もつ住居址が検出されている。

古墳時代　最も古い古墳としては天王山4号填、次いで白水瓢塚がある。これらは明石

平野を望む丘陵頂に立地する。中期には周濠をめぐらす前方後円墳である王塚古墳を主墳

とする古墳群が形成される。後期には河川を見下ろす丘陵上に多数の群集境が形成される。

これらの多くは木棺直葬墳であり、横穴式石室をもつものは少ない。

この時代の集落は弥生時代後期の集落と重複して検出されることが多い。中でも吉田南

遺跡は竪穴住居址が多く検出されており、大集落であったことが明らかとなっている。

奈良・平安時代　吉田南遺跡では奈良時代後半から平安時代前半の掘立柱建物が35棟検

出され、「葛江里」と墨書された木簡、墨書土器、陶硯、帯金具などが出土しており、明

石郡衛に比定されている。出合遺跡では段丘上に奈良時代後半の掘立柱建物群が検出さ

れ、その遺構の状況や遺物から明石郡衛と関係のあった可能性のある豪族の館と推定され

ている。これにたいして一般の集落遺跡はまだあまり調査されていない。

中世　中世の遺跡は大部分が平安時代末～鎌倉時代のもので、室町時代では福中城、枝

吉城などの居館跡以外、集落遺跡は知られていない。玉津田中遺跡では2つの地区で中世の

遺構が検出されている。徳政地区では4棟の掘立柱建物のうちの1棟の中央に木棺墓が検

出され根本領主のものと推定されている。辻ケ内地区では条里型地割に平行する2本の大

溝の間に池状遺構、小鍛冶跡などが検出され、池状遺構からは祭祀に伴い廃棄されたと推

定される大量の土器が出土している。出土遺物には瓦、呪符木簡などもみられ遺跡の性格

が注目される。大溝の間隔は約100mある。同様の大溝は明石川を挟んだ対岸の出合遺跡

でも検出されておr上　溝の間には2棟の大型掘立柱建物をふくむ20棟の掘立柱建物群が検
（註）

出されている。辻ケ内地区に隣接する居住・小山遺跡では柵列を境に2群6棟の掘立柱建

物が検出されている。これら沖積地に立地する遺跡は大型掘立柱建物をもち、舶来陶磁器

の量も比較的多い。これに対して段丘上では吉田南遺跡、出合遺跡で掘立柱建物が10～20

棟検出されているが、大型のものは確認されていない。居住遺跡でL字形に配された3棟

の掘立柱建物が検出されている。

窯業生産面では、いわゆる東播系須恵器生産の中核をなす神出古窯址群、魚住古窯址群

がある。当地城の中世須恵器編年の基準資料がえられているとともに、その製品は県下の

みならずかなり広範に分布しており、当時の流通を考える上でも注目される。

註）岡山理科大学助教授、亀田修一氏の御教示による。ただし、掘立柱建物と溝との同時

性はまだ十分には検討されていないという。

－　6　－

r　　　一　‘、

l



第3葦　調査の記録

1．調査の位置

芝崎遺跡は明石川とその支流である櫨谷川に挟まれた細長い丘陵の先端部に発達した段

丘上に立地する。さらに遺跡周辺の地形を細かくみると、東側から南側にかけては小河

川によりやや深い谷が刻まれ、北側にも小さな谷が入り込んでいることが観察される。今

回の調査地点はこの2つ小谷に挟まれた舌状のはりだLを斜めに横切って走る国道175号

線の東側にあたる。地形の傾斜は北東から南西へ緩やかに低くなっているが調査地点を西

へ少し過ぎたあたりからやや急傾斜となり眼下の沖横地へとつづいている。周辺には前垣

内、北垣内、居屋敷、玉屋敷、本丸など中世村落や城館の名残をとどめた字名が数多く残

っている。調査地のほぼ北にある本丸周辺が中世の福中城跡である。

第3図に示す1－5が確認調査の地点、6－12が確認調査後の立全地点、I、II（斜線

部）が全面調査の地点、Bが全面調査中の立全地点、A、Cが全面調査後の立全地点であ

る。なお、神戸市教育委員会の調査地点はII区の東隣にあたる。

2．確認調査の方法と結果

玉津田中遺跡の調査と併行して芝崎遺跡の確認調査を実施したことと遺跡が段丘上に立

地していることなどから、確認調査は遺構を検出時点で、全面調査の必要の有無が判断で

きれば、遺構の精査は実施しないという方針で調査に入った。

確認調査は、調査対象地内に計5カ所のグリッドを設定した。各グリッドの規模と土量

は以下のとおりである。

No．1グリッド　4×6×0．9＝21．6m3、No．2グリッド　3×3×0．7＝6．3m3

No．3グリッド　2×2×0．6＝2．4m3、No．4グリッド　5×10×0・5＝25m3

No．5グリッド　3×3×0．7＝6．3m3

No．1グリッドは、洪積段丘の斜面にあた

り、耕土直下から基盤層の内に中世の土器

の細片を包含する層を確認したが、具体的

な遺構は検出していない。この包含層は斜

面に二次堆積したものであると捉えられる。

なお、その位置は、北側にひろがる一段高

い地点からと想定でき、そこに遺構のある

可能性は高いといえる。
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第3図　調査区位置図（神戸市発行1／2500「福中」を1／3000に縮小）
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第4図　確認調査出土遺物

No．2グリッドとNo．3グリッドは、宅地に伴う盛土が30－40cmほど覆っていた。No・3グリ

ッドは、そのときの撹乱の一部が認められた。なお、両グリッドとも遺物包含層、遺構は

認められなかった。

N。．4グリッドでは径20cmのピット3基と一辺3m以上の竪穴状の遺構が基盤の段丘面上

に検出した。なお、このグリッドからは、中世の土器片が遺構上面の極めて薄い包含層か

ら出土している。竪穴状の遺構は、全面調査で堀状遺構2となることが判った。

No．5グリッドは、遺物包含層および遺構は確認されずもちろん土器も出土していない。

以上の確認調査の所見では、No．4グリッドを中心とする範囲で全面調査が必要であると

いう結果は得られたが、その南北の範囲を確定する資料は得られなかった。そこで兵庫国

道事務所と第2次確認調査の協議を行ったところ、国道175号線の拡張工事に先立ち、神

戸市開発局西神開発事務所が歩道の舗装工事を実施するという旨の連絡があり、その工事

に伴って立全調査をすることにより第2次の確認調査に変わると判断した。そして昭和61

年6月に立会調査を実施し、全面調査の範囲を確定した。

3．全面調査の経過

進入路の北側をI区、南側をII区として調査区を設定した後、I区の北端から機械掘削

を行った。機械掘削に引き続いて遺構面を精査し、遺構を検出した。

I区では北半で南北方向の溝状の遺構とこれに続く礫の集積が検出されSDOlとした。

礫の集積は長さ9m、幅3mあり、中世墓の可能性も考えられたため、中央付近にサブト

レンチをいれ、礫の堆積状況、礫下の状況を観察したが、中世墓と考えられるような礫の

配列、遺物は認められず、SDOlの南半を埋め尽くすように堆積していることが明らかとな

った。南半では長方形の土壌を確認したが、これは調査を進めた結果、I区南端までの

び、II区にもつながる溝状の遺構となることが明らかとなったためSD02とした。SDOl、

sD02は後述のようにその規模、位置関係などから堀である可能性が考えられたため、調
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査終了後、それぞれ堀状遺構1、堀状遺構2と呼ぶこととした。

II区では方形の竪穴住居址を検出した。検出時には方形の落ち込みと、その外側の北辺

から西辺にかけて周壁溝が認められた。周壁溝に対応する柱穴は認められなかったため、

ベッド状遺構をもつ住居址と考えた。方形の落ち込み部は十字に畦を残し床面まで掘り下

げて主柱穴、中央土墳を検出したが主柱穴のうち南西隅のものは、ベッド部で検出した。

東南隅のものは壁の崩れのためベッド部にあるという確証は得られていない。

4．層　　　序

調査地内の層序は比較的単純で第5図に示すように6層に分かれる。現代の整地層

（1）、耕作土（2）、床土（3）の下に黄褐色あるいは明輝色のシルト混じr）砂礫で構成

される段丘礫層（6）がある。I区南側～西側には3と6の間に暗灰色砂質シルト層（4）

と黄褐色砂質シルト層（5）が薄く堆積している。4には中世の遺物が僅かながら含まれ

ている。遺構はすべて6の上面で検出した。

5．調査区内の微地形と遺構配置

調査区内の微地形は、現地形とほぼ同様の傾きを示し、I区中央東寄りが最も高くここ

から西および南へ緩やかに傾斜している。しかしながら、II区で検出された竪穴住居址が

かなり削平されているため、少なくとも弥生時代後期以前はこれよ男頃斜が緩やかであっ

たと思われる。I区北西側では浅い落ち込みが調査区の西壁にかかって認められ等高線の

やや密な部分となって表れている。

全面調査で検出された遺構には弥生時代の竪穴住居址、中世の堀状遺構（堀状遺構1・

2）、柱穴がある。竪穴住居址はII区のやや北酎）で1棟検出された。北東隅は調査区外

にある。堀状遺構1・2はほぼ南北方向に調査区を斜めに横切るように検出された。堀状

遺構1はI区北東隅から中央部にのぴ、約10mの間をおいて、堀状遺構2がI区中央部か

ら南東隅にのびる。その一部はII区北西隅にかかる。両者の南北方向の軸にはI区でみる

限り約100のずれがあるが、出土遺物に時期差が認められないため、同時に存在していたと

考えている。堀状遺構1・2の間には若干のピットが検出され何らかの構築物の存在が予

想されたが規則的な配列を示すものはなく、いかなるものが存在したのか判断できない。

そのやや東、調査区東壁際には1・2mの間隔で並ぶ4つの柱穴がある。位置的には堀状遺

構1側に寄る。これが掘立柱建物になるとすればその中心は調査区の東にあるであろう。

柱穴はII区でも若干検出されたが規則的な配列を示すものはない。

6．弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構としては、II区で検出された竪穴住居址1棟のみである。住居址のベッ
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第5図　遺構配置図および土層断面図
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ド状遺構面や床面に検出した柱穴、ピットのうち、住居の主柱穴を除いて、多くのものが

時期を明らかにすることができないが、北主柱穴の東側にある柱穴は、竪穴住居が埋没し

て以降に掘られたものである。

竪穴住居址（第6図）

住居址はかなり削平を受けており、その道存状態は良くない。また、住居址の東側の一

部分は、調査対象範囲外であった。

住居址の壁体は、すべて削平のために遣っておらず、周壁溝も北東区と北隅部分を確認

したにすぎない。北東区で検出した周壁溝の深さは深いところでも4cmと浅く、本来の周

溝の幅、深さを示しているとは考えられない。なお、検出面では、南西区が北東区より約

10cm程深く、周溝がつくられていたとしても後世の削平のために遺存していないであろう。

ベッド状遺構の幅は、北東区で1．0mから1．2m、南東区の北側で1．5mを測る。いま、

仮にベッド状遺構を左右対称と捉えて、住居址の規模を復原すれば、長辺6．5m前後、短

辺6．0m前後で、面積は約39m2となるであろう。

ベッド状遺構の内側の輪郭、すなわち床面の形状は、いびつながら方形を呈している。

その数値を示せば、南東区3．7m、北西区3．2m、北東区3．6m、南西区3．8mで、面積は約

13m2である。この数値をみれば、ベッド状遺構が住居の中で占める面積の割合がきわめて

高いことが判る。なお、ベッド状遺構面と床面との高低差があったとみていいであろう。

主柱穴は4本で、基本的に床面の各隅の位置にある。北と東にある主柱穴は、床面から

掘り込まれ、西主柱穴はベッド状遺構面から、南主柱穴は床面とベッド状遺構面にまたが

って掘り込まれている。主柱穴間の距離は、東と南で3．3m、北と西で2．9m、北と東で

3．0m、西と南で3．3mを測る。いずれの柱穴にも柱痕が確認され、柱の径は15cm前後であ

r上掘り方は26cmから30cmの幅がある。

住居址中央には、長軸60cm、短軸54cm、深さ30cmの不整形な円形を呈した土墳があr上

境内には炭や焼土がみとめられた。

住居址には、床面とベッド状遺構の壁体に沿って炭・灰層がみとめられ、床面から炭化

材が遺存していた。このことから、焼失することによって放棄された住居とみてよいであ

ろう。北東区のベッド状遺構の壁体、また、北東のベッド状遺構面や床面に焼土面がみと

められた。使用時のものではなく、火災が原因した焼土面と捉えている。南東区のベッド

状遺構の壁体近くに一見カマドを想わせる焼土ブロックがあるが、これも火災によるもの

と認めていいであろう。

出土遺物（第7図）

住居址から出土した遺物は、土器のみで、それも完形に復原できるのは鉢のみで、焼失

住居にしては遺物が少ない。また、土器の器面の保存状態はよくない。
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第6図　竪穴住居址

1－3は無形土器である。1は口綾部内外面ともヨコナデを施し、休部外面は右上がり

のタタキ目の上にタテパケで調整している。2は右下がりのタタキを施した後にタテパケを

施す。1・2とも内面の調整は、磨滅のため不明瞭であるが、パケ目はみとめられない。

3の口緑端部は面をもち、つまみ上げている。休部外面は右上がりのタタキを、内面はヨ
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第7図　竪穴住居址出土遺物

コパケで調整している。

11は口綾部が外反する鉢形土器で、口緑18cm、器高9．6cmである。口頭部内外はヨコナ

デ、休部外面にはタテ方向のパケで調整している。

4～10は底部で、壷・婆等の区別は困難である。4・8は底面に凹みが生じ、わずかな

がら上げ底になっており、底部輪台技法によるものであろう。8の底部内面にはクモの巣

状にパケ目がみとめられる。5は壷形土器の底部ではないかと想われるが、煤や二次焼成

の痕跡がみとめられる。10は小型の壷形土器であろう。

これだけの資料で細かな時期を比定するのは困難であるが、3の婆形土器の口緑端部の

特徴が庄内型婆の影響とすれば、庄内期ともみることができるが、内面にケズリがみとめ

られないので、ただちに庄内期とはいえない。11の鉢形土器の存在だけでは不充分である

が大型でないこのタイプの土器が庄内期まで残ることが少ないことから、とりあえず、住

居址出土の土器を弥生時代後期後半の所産としておきたい。

なお住居址出土ではないが、弥生時代後期から古墳時代前半にかけての所産である製塩

土器の脚台（図版7－7－12）が確認されている。この遺物は中世の遺構に混入していた。

芝崎遺跡の竪穴住居の特徴は、ベッド状遺構を付設する方四型住居（石野博信「住居型

の地域性」『三世紀の考古学』中巻1981年）と捉えることができる。石野氏は、この住居
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型を播磨の大中遺跡を中心として瀬戸内や紀伊に散布的に分布がみられるとし、播磨での

成立の可能性を指摘されている。その後も、兵庫県下での、この住居型の類例は、増え

続けており、現在、17遺跡32例（隅丸方形を含む）を数えることができる。この数値も管

見し得たところのものであり、17遺跡32例以上と表現するのが適当である。県下での分布

は東播磨地域で10遺跡19例、摂津地域で6遺跡12例、西播磨地域1遺跡1例で、丹波・但

馬・淡路には、いまのところその検出例はない。さらに詳しくみれば、東播磨地域では、

明石川流域の神戸市西区で4遺跡（新方・吉田南・池上ロノ池・芝崎の各遺跡）、神戸市垂

水区の2遺跡（大歳山・舞子西ヶ谷の両遺跡）、加古川中流域の3遺跡（西脇市大垣内高島

遺跡、加東郡社町の家原堂ノ元・河高上ノ池の両遺跡）、加古郡播磨町大中遺跡である。

摂津地域では、西摂の川西市で2遺跡（加茂・＿栄根の両遺跡）、裏六甲の神戸市北区の3

遺跡（宅原・山田中・上山の各遺跡）と三田市川除藤ノ木遺跡である。西播磨では揖保郡

太子町立同遺跡のみである。これらの遺跡で調査されたこの住居型の時期は、弥生後期か

ら庄内期にかけてのものばかりであり、この時期、東播磨地域から摂津地域にかけてかな

り普遍的にみられる住居型といってよいであろう。

この住居型は、ベッド状遺構の付設のあり方から、次のように分けることができる。

（イ）四辺にベッド状遺構をもつもの、（ロ）三辺にベッド状遺構をもつもの、（ハ）二辺にベ

ッド状遺構をもつものである。このうち（イ）（ロ）とも一辺の一部にベッド状遺構を付設し

ないタイプがあり、そこに屋内土境がつくられる例が多い。（ハ）の類例は、いまのところ

山田中遺跡のみである。また、（イ）のタイプには平面形が隅丸方形と方形の二者がみられ

る。隅丸方形のこの住居型は、吉田南遺跡と大垣内高島遺跡があり、いずれも壁際に屋内

土壌をつくらないものであり、一般的な住居址の平面形の変遷と壁際の屋内土境の設置が、

庄内期や布留期の方形に多いという傾向から、この住居型の中では、（イ）のタイプがより

古く成立している可能性が高いといえる。

1．舞子東石ヶ谷遺跡　　2．大中遺跡

0　　　　　　　　5m
！　．　．　．　．　j

第8図　兵庫県下のベッド状遺構をもつ方形竪穴住居址概測図
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7．中世の遺構と遣物

（1）遺　　　構

堀状遺構1・2

先述のよ．うに堀状遺構1・2はほぼ南北方向にのびる堀状の遺構である。

堀状遺構1は逆台形の断面を呈LI区北壁で幅3m、深さ60cmある。南端から10mまで

は、幅5mとやや広くなる。底面の縦断面形をみると、この幅広くなった部分の中央では

幅2mにわたって一段深く掘り窪められておりこれより南はやや浅く平坦となっている。

北側は20cm程の高まりを挟んで平坦に北へ続いている。この幅広くなった部分には礫が堀

の西肩を覆うように堆積している。堀状遺構のこの部分の堆積は基本的に3層に分けるこ

とができる。最下層には赤褐色粘質土が薄く堆積している（III層）。遺物はほとんど含ま

れていない。次には礫が堆積している（II層）。礫の堆積は西肩側が厚く堀の掘削面より

も盛り上がり東へしだいに薄くなる。このため堀状遺構の東肩側では浅い窪みが生じてお

り、ここには赤褐色粘質土が堆積している（I層）。礫は一様に堆積しているわけではな

く、粘質土の層や径5cm以下の小礫の層を薄く挟んで拳大一助頭大の礫が密に堆積してい

る。このような磯の供給源は周辺には認められず、自然に堆積したものとは考えられな

い。また、礫が堀状遺構を埋めるように堆積していることから使用時のものとは考えがた

く、堀状遺構の廃絶後、何らかの理由で人為的に投げ込まれたものと思われる。堀状遺構

1から出土した遺物のほとんどはこのI層・II層のものである。礫の堆積部の北側は赤褐

色粘質土のみが堆積している。

堀状遺構2は逆台形の断面を呈し、深さ50～60cm、幅3－4mあり、深さ、幅とも北端

付近が最も大きくなり、南へ徐々に狭く、やや浅くなっている。埋土は2層に分かれる。

下層には礫が堆積している（Il層）。厚さは50－60cmで北側がより厚く南側ほど薄く散漫

になりII区では礫はほとんど認め

られない。礫の大きさは拳太一幼

頭大で堀1とほぼ等しいが堆積状

況は堀状遺構1で認められたよう

な差は認められない。礫の上には

赤褐色粘質土が堆積している（I

層）。遺物はI層・II層の両方か

ら出土している。

第9回　堀状遺構2遺物出土状況
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第10図　堀状遺構1平面図
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第11図　堀状遺構1断面図
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第12図　堀状遺構2平面図、断面図
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（2）遺　　　物

堀状遺構1・2から出土した中世の遺物は、大部分が、土師器（土堀、羽釜）、須恵器

（喪、控鉢）で占められるが、これ以外に、わずかながら陶器、青磁、瓦が認められる。

青磁は1片出土しただけである。中世の遺構としては、小皿、椀類などの小型の器種が全

く認められず、器種構成に偏りがみられる。中世以外の時期の遺物には須恵器、緑粕陶器

がわずかながら出土している。今回の調査ではこの時期の遺構は確認していないが、神戸

市教育委員会の調査では古墳時代の掘立柱建物も確認されており、これらの遺物は何らか

の理由で混入したものと思われる。

遺物の出土層は堀状遺構1・2とも礫の内部から出土したもの（II層）と礫堆積後の土

層中から出土したもの（I層）に分けることができる。

堀状遺構1と2では、出土遺物に接合例は存在しないが、II層出土の窪に、1例同一個

体と認められるものが存在する（第16図13）。

また、堀状遺構1と2では、遺物の内容に差は認められないが、層位別にみると土師器

については、堀状遺構1・2とも、I層とII層で出土個体数に差がないのに対して、須恵

器のうち婆については、II層に対してI層の個体数が大きく減少するという傾向が窺われ

る。これとは逆に担鉢はI層に多く、II層では僅かである。陶器、青磁、瓦はいずれも極

めて少数しか出土していない。

これらの遺物はほとんどが小片で全体の器形がわかるものは数少ないが、口綾部資料を

中心に以下、器種毎の特徴を述べていきたい。なお、以下で述べる個体数は口綾部資料に

もとづくものであるが、土師器のように同一個体の認定が困難なものは、必ずしも正確で

はない。

土師器

羽釜（第13図、第14図）

断面三角形状の貼り付け鍔をもち、口綾部の短い一群（I類）と幅2～4cmの貼り付け

鍔をもち、直立する長い口綾部をもつ一群（II類）に大別できる。II類はさらに口綾部が

端部近くで内傾するもの（IIa類）と、端部まで直立するもの（IIb類）に細分できる。

I類（第13図1）は鍔の特徴から休部最大径は鍔部の径を超えると考えられる。休部外

面には斜位の平行叩きが施され内面にはパケメを施す。

IIa類（第13図2、3）、IIb類（第13図4、第14図1、2）は口緑部外面に三段のナ

デによる二条の隆起がめぐり、口端部は平坦である。休部外面には上半部に横位の平行叩

きが施され、下半部に斜位の平行叩きが施されている。IIa類ではIIb類にくらベロ綾部

がやや短い傾向が認められる。　　　　　　、

－　21－



I類は姫路市加茂遺跡出土資料から15世紀後半～16世紀前半の時期が考えられる（秋枝

ほか1975年）。

I類は4個体あ県　内3個体がI層から出土している。II類は16個体あり、IIa類はI

層から出土し、IIb類はII層から出土している。

土堀（第15図）

口緑部と休部の境が不明瞭な一群（I類）と明瞭な一群（II類）に大別できる。II類は

口綾部形態、器形などからさらに細分されると考えられるが、その関係が捉えられないた
lヽ

めここでは細分しない。
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第13図　堀状遺構出土遺物（1）
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第14図　堀状遺構出土遺物（2）

I類（1－3）は口綾部資料のみであるが、いずれも外面には口端部より1cmほどおい

て斜位の平行叩きが施されている。1は口端部が平坦で口綾部内面の強いナデにより口綾

部全体が外に膨らむ。2、3は口端部が内側に肥厚し断面三角形状を呈する。全体の器形

は紡錘形を呈するものと思われる。

II類（4～11）は直立あるいは外傾した口綾部をもち、休部外面に右上がりの平行叩き

が施されている。4は休部最大径が休部と底部の境にあり、口綾部径を大きく上回る。口

綾部は短く直立しており、口端部は丸みをもって肥厚し、やや内傾した平坦面をもつ。内

側はわずかに突出する。5もこれに類すると思われる。11は休部最大径が休部中程にあ

r上　口綾部は10よりはやや長くl「く」字状に外傾する。口端部にはやや内傾した平坦な面

をもち、口端部内面はわずかに突出している。これ以外の資料については、いずれも小片

であり、4、11の両方の特徴をもつものもありいずれに類するか判断しがたい。

I類は姫路市加茂遺跡出土資料から15世紀後半～16世紀前半の時期が考えられる（秋枝

ほか1975年）。

I類は8個体あり、内5個体がI層から出土している。II類は26個体あり、I層から15

個体、II層から11個体出土している。

須恵器

提鉢（第16図1～10）

いわゆる東播系須恵器と呼ばれるものである。口綾部の形態は5類に分類できる。
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I類（2、8）は口綾部が上方に拡張するものである。

II類（3）は口綾部を上方にかるくつまみ出すものである。

III類（4、5）は口端部外面がやや丸みをもち上下に拡張が認められるものである。

Ⅳ類（6、10）は口綾部が肥厚しているものである。

Ⅴ類（7、9）は口綾部が上下に鋭く拡張しているものである。

I類、III類は森田氏の編年によればそれぞれ12世紀後半、12世紀末から13世紀前半に比

定できる（森田1986年）。Ⅴ類は宇野氏の編年によれば14世紀に比定できる（宇野1984年）。

控鉢は11個体出土しており、そのうち9個体がI層から出土している。

蛮（第17図1～14）

婆は口綾部外面に平坦面をもたない一群（I類）と平坦面をもつ一群（II類）隼大別

できる。II類はさらに端部を下方につまみ出す一群（IIa類）と、上下につまみ出す一群

（IIb類）に細分できる。

I類（14）は端部を丸くおさめる。内外面ともにヨコナデされている。

IIa類（7－11）のうち9、10は休部外面に右上がりの平行叩きを施し、その後頸部を

甘
1　　　　　　　　2　　　　　　　3

二二＝1

戸≡≡扇　＝＝㌔
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‾‾‾‾篭

第15図　堀状遺構出土遺物（3）
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第16図　堀状遺構出土遺物（4）

ヨコナデし叩き目を丁寧に消しさる。これ以外は頸部以下が残っておらず休部外面の叩き

は不明であるが、11は頸部外面にケズリを施す。7、8は頸部外面に右上がりの平行叩き

を施した後ヨコナデを施すが、叩き目は消しきられずに残る。

IIb類（1～6、12、13）では休部外面の叩きは2、3、5、12、13は綾杉状叩きを施

す。1、4、6は頸部以下が残っておらず休部外面の叩きは不明であるが、頸部には平行

叩きを施す。これは休部外面に綾杉状叩きを施すものにも認められる（5、12、13）。頸

部の平行叩きはいずれも、上からヨコナデされているが丁寧ではなく叩き目が残る。頸部

に平行叩きを施さないもの（2、3）は、焼成が特に良好であるが、それ以外は普通ある

いはそれ以下で、生焼けの状態のものもある（1、4）。

IIb類の頸部に平行叩きを施すもののうち、休部に綾杉状叩きを施さないものはいわゆ

る東播系須恵器にふくまれると思われる。特に6は上方へのつまみだしかた、焼成など魚

住古窯址群出土資料の婆B類と同様の特徴をもち、12世紀後半～13世紀前半の時期が考え

られる（兵庫県教育委員会1983年）。IIb類のうち綾杉状叩きをもつものは現在のところ
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第17図　堀状遺構出土遺物（5）
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第18図　聾胴部叩き拓影

いわゆる東播系須恵器では類例が少なく魚住古窯址群出土資料の中にも休部破片が数点認

められるにすぎない（兵庫県教育委員会1983年）。したがって、その生産地を特定して考

えることは現在のところ困難である。

窪の休部の叩きのうち綾杉状叩きについて図18に拓本を示す。叩き目は粗いもの（2－

4mm間隔）が多く、細かいもの（2mm未満）はわずかである。このほか平行叩きの上に重

弧状の叩きを施したもの（第18図1、2）がある。

須恵質無類は、17個体出土しているが大部分が礫内部（II層）から出土しており、I層

出土のものは3個体にすぎない。

陶器（第17図15・16）

口綾部資料が2点、底部資料が2点出土している。

15は婆のロ緑で外傾する口緑の端部を外側に折り返す。焼成は堅固で、青灰色を呈す。

16も窪の口緑で口綾部は玉線状をなす。玉緑の幅は2cmとあまり広くはない。焼成は堅

固で褐色を呈し丹波焼あるいは信楽焼に似る。

瓦（図版12－1）

6点出土している。いずれも布目の平瓦である。

次に、これらの資料にもとづき堀状遺構1・2の時期を求めたい。出土した遺物のうち

時期の判明しているものは、土師器では、土鳩I類、羽釜I類が15世紀後半から16世紀前
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半に、比定できる。須恵器では、提鉢に、12世紀後半から14世紀のものが混在する。窪に

は13世紀を中心とする時期のものが存在する。このように出土遺物にはかなりの時期差が

ある。これらは土堀I類、羽釜I類、控鉢が主にI層から出土し、窪類が主にII層から出

土するという傾向が認められるものの、明確に分離できるものではなく、II層のなかにも

新しい時期の遺物が混在する。先にみた堀状遺構1の礫（II層）の堆積状況から考えてその

廃絶の時期をII層の堆積の時点とすれば、それは、最も新しい時期を示す遺物から15世紀

後半から16世紀前半とするのが妥当であろうとなお、堀状遺構1・2の掘削の時期につい

ては今回の資料では明らかにすることはできない。

8．その他の時期の遺物（第19図1～4）

1・2は蓋である。2は天井部と口綾部を画する稜は全く認められず、口緑端部は丸く

おさめる。1は天井部と口綾部を画する稜は認められず、口緑端部はやや内傾する。

3・4は蓋杯である。立ち上がりは内傾し、端部は丸い。受部は上外方にのび、端部は

丸い。

このほか図示していないが、提瓶、緑粕陶器片もみられる。これらはいずれも堀状遺構

の礫内部（II層）から出土しているが、なんらかの理由で混入したものと思われる。

「＼ 丁 －：　「
0　　　　　　　　　　　　10cm

第19図　その他の時期の遺物
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第4章　ま　と　め

ー1

■

1

1

今回の芝崎遺跡の発掘調査では、弥生時代および中世の遺構を検出することができた。

調査範囲が限られているため、不明な点が多いが、先に実施された神戸市教育委員会の発

掘調査の成果および立会の結果をふまえた上で、いくつかの問題を提起しておきたい。

まず、芝崎遺跡で検出された遺構を列挙しておく。神戸市の調査では古墳時代後期の掘

立柱建物が1棟（掘1）、中世の掘立柱建物が1棟（掘2）、柱穴が約60基検出された。今

回の調査では弥生時代後期の竪穴住居址（住1）が1棟、中世の堀状遺構が2本、柱穴が

約30基検出された。調査中に行った立会では溝状の落ち込みを確認した。

弥生時代と古墳時代の遺構は竪穴住居址、掘立柱建物ともそれぞれ1棟しか検出されて

いないが、これらの時期の遺構が調査範囲外にも存在することは十分予想されよう。

中世の2本の堀状遺構は、幅3m前後あり、10m程の空間を挟んで一方は北へ、もう一

方は南へとほぼ直線的にのびる幅3m前後のものであるが、調査区外でどのように展開す

るのかは明らかでない。掘立柱建物は堀状遺構から東へ約20m離れた位置にあり、3間×

2間の南北棟で長軸方向は堀状遺構の方向とほぼ一致する。また柱穴はほとんど堀状遺構

の東側に存在する。このなかには並びの認められるものが3例あるが堀状遺構の方向とは

一致しない。

ここで、まずこれらの遺構の時間的関係が問題となろう。堀状遺構については出土遺物

から15世紀後半から16世紀前半以前に存在していたと考えられる。掘立柱建物および柱穴
（註）

から出土している遺物はいずれも細片のため明確な時期をあたえることは困難である。し

かしながら、ここでは堀状遺構と掘立柱建物の方向がほぼ一致することを重視し、両者が

同一の規格にもとづいて造られたと考え、これ以外の柱穴についても、これらと関連をも

つものと捉えておきたい。このような、遺構の広い意味での同時性が保証されるとするな

らば、一般に中世においては堀を周囲にめぐらせた館の存在が知られていることから、こ

の堀状遺構が掘立柱建物を含む柱穴群を区画する堀のような性格をもつ遺構であり、その

途切れた部分に出入り口としての機能を与えることが可能ではなかろうか。こうした考え

に立てば、遺構の主体部は堀状遺構の東側に展開していたことになるが、このことは地形

的にみて東側がやや高いこと、西側の段丘下には三木へ通ずる古道（三木街道）が南北に

走り、後述の福中城もこの三木街道に面した西側に大手口があったとされていることなど

からも裏付けられよう。

こうした推定に対して出土遺物にみられる国産陶磁器、輸入陶磁器類の僅少さは問題と

なるところであるが、ここでは、芝崎遺跡で検出された中世の遺構が15世紀後半から16世
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紀前半以前に存在した堀で区画された館あるいは屋敷の一部であるという仮定に立って、

遺跡の北30mにある福中城址との関係について考えたい。

福中城は現在は周辺の宅地化により破壊が著しいが、昭和30年代には堀、土塁なども残

r月日状をまだ留めていた。岡・黒田両氏はその当時の現状と文献史料にもとづき福中城と

その城主である間嶋彦太郎について調査報告を行っている（岡・黒田1961年）。これによ

れば、以下のことが知られる。まず間嶋氏は15世紀初めの頃には当地城（平野庄）を領有

しており、その関係は建武2（1335）年ごろにまで湖る可能性があるという。この頃の居

館の位置は、周辺の字名などから福中城址の北西にある「屋敷」にあった可能性が高いと

推定されている。この居館は嘉吉の乱（1441年）の際に破壊をうけた可能性がある。次に

福中城の築城は文明年間（1469－1487）とされ天正8（1580）年、羽柴秀吉の三木攻めの

後取りつぶされ廃城となるまでの約100年間存続した。この間にも天文23（1554）年に争

乱に巻き込まれ、福中城が何らかの破壊を受けたことが知られる。

このことから、芝崎遺跡で確認された中世の遺構の存続時は間嶋氏が平野庄を領有して

いた時期、福中城が存在していた時期と重なる時期があり、その廃絶は福中城の廃城より

も早いことになる。また、出土遺物から推定した遺構の廃絶時期は文献にみえる争乱の年

代とは一致しない。

芝崎遺跡の中世の遺構と間嶋氏、福中城の間にはその時間的重複、位置的な近さから考

えて、何らかの関係があったと予想される。しかしながら今回の調査結果からは両者を具

体的に関連づけることは困難である。遺構の性格の検討も含めて今後の課題としておきた

い。

註）掘立柱建物は、平安時代末～鎌倉時代のものとされているが、発掘を担当した神戸市

教育委員会の千種氏によると、柱穴内からは時期を決定できる資料は出土せず、包含層に

平安時代末～鎌倉時代の遺物がわずかながら含まれ中世以外の遺物が柱穴内から出土して

いないこと、柱穴の規模が掘立柱建物1よりもやや小さいことなどが根拠となっていると
ヽ

いっ。
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第2表　堀状遺構出土遺物観察表

羽釜

図番号　遺構・層位　類型　　　　　　　　　　　　　　　調整技法の特徴

Tl

リ

J

l

14－1　1－I層

14－2　1－I層

14－3　1－I層

14－4　1－工層

15－1　1－II層

15－2　1－II層

土鳩

図番号　遺構・層位

16－1　1－I層

16－2　1－I層

16－3　1－I層

16－4　1－I層

16－5　1－I層

16－6　1－I層

16－7　1－II層

16－8　1－II層

16－9　　2－I層

16－10　2－II層

16－11　2－II層

捏鉢

図番号　遺構・層位

17－1　1－I層

17－2　1－I層

17－3　1－I層

17－4　1－I層

17－5　1－I層

17－6　1－I層

17－7　1－I層

17－8　1－II層

17－9　　2－I層

17－10　2－II層

I類　休部内面はパケメ、休部外面は平行タタキを施す。

IIa類　休部外面は左一右で下一上の順で平行タタキを施す。休部内面の調整は磨

滅のため不明。

IIa類　休部内面はナデ、休部外面は左一右で下一上の順で平行タタキを施す。

Hb類　休部内面はパケメ、休部外面は左一右で下一上の順で平行タタキを施す。

IIb類　休部内面はオサエの後ナデを施し、休部外面は左一右で下一上の順で平行

タタキを施す。

IIb類　休部内面はオサエ、休部外面は左一右で下一上の順で平行タタキを施す。

類型　　　　　　　　　　　　　　　　調整技法の特徴

I類　休部外面に平行タタキを施す。

I類　休部内面はへラナデ、休部外面は平行タタキを施す。

I類　休部内面はへラナデ、休部外面は平行タタキを施す。

II顆　休部内面は左一右で下一上の順でパケメを施した後、下半にケズリを施す。

外面は左一右で下一上の順で平行タタキを施した後、底部にケズリを施す。

II類　休部内面は左一右の順でパケメ、休部外面は平行タタキを施す。

II類　休部内面はパケメ、休部外面は左一右で下一上の順で平行タタキを施す。

II顆　休部内面はパケメ、休部外面は左一右で下一上の順で平行タタキを施す。

II類　休部外面に平行タタキを施す。休部内面の調整は磨滅のため不明。

II類　休部外面に平行タタキを施す。休部内面の調整は磨滅のため不明。

II類　休部内面はへラナデ、休部外面は左一右で下一上の順で平行タタキを施す。

II類　休部内面はケズリの後ヨコ方向のへラナデ、休部外面は左一右で下一上の

順で平行タタキを施す。

類型 調整技法の特徴

休部外面下半のナデの後、ロ縁部～休部の内外画にロクロナデを施す。

I類　口綾部～休部の内外面にロクロナデを施す。

II類　口緑部～休部の内外面にロクロナデを施す。

III顆　口綾部～休部の内外面のロクロナデの後、休部内面下端にナデを施す。

HI類　口縁部～休部の内外面にロクロナデを施す。

IV類　口緑部～休部の内外面のロクロナデの後、休部内面にナデを施す。

Ⅴ類　休部外面はオサエの後、ナデを施す。その後口綾部～休部の内外面にロク

ロナデを施す。

I類　口綾部～休部の内外面にロクロナデを施す。

Ⅴ類　口綾部～休部の内外面にロクロナデを施す。

IV類　口縁部～休部の内外面にロクロナデを施す。

要

図番号　遺構・層位　類型　　　　　　　　　　　　　　　調整技法の特徴

18－1　1－I層　IIb類　頸部外面に平行タタキを施す。
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図番号　遺構・層位　類型　　　　　　　　　　　　　　　調整技法の特徴

18－2　1－I層

18－3　1－II層

18－4　1－II層

18－5　1－II層

18－6　1－II層

18－7　1－II層

18－8　1－II層

18－9　1－II層

18－10　1－II層

18－11　2－I層

18－12　2－II層

18－13　2－II層

18－14　1－II層

IIb類　休部～頸部の内面は下一上の順でケズリの後休部内面のへラナデ、休部外

面は綾杉状のタタキを施す。

IIb類　休部内面はオサ工の後、右一左で下一上の順でへラナデを施す。休部外面

は綾杉状のタタキを施す。

IIb類　頸部外面に平行タタキを施す。

IIb類　休部内面はケズリ、休部外面は左一右の順で綾杉状のタタキを施す。

IIb類　頸部内面はナデ、頸部外面は平行タタキを施す。

IIa類　頸部内面は左一右で下一上の順でケズリ、頸部外面は平行タタキを施す。

IIa類　頸部内面は下一上の順でヨコ方向のケズリ、頸部外面には左一右で下一上

の順で平行タタキを施す。

IIa類　休部内面はオサエ、休部外面は左一右で下一上の順で平行タタキを施す。

IIa類　休部内面はへラナデ、休部外面は左一右の順で平行タタキを施す。

IIa類　頸部外面はケズリを施す。

IIb類　休部内面はナデ、外面は頸部に平行タタキの後、休部に左一右の順で綾杉

状のタタキを施す。

IIb類　休部内面は左一右で下一上の順でへラナデ、休部外面は左一右で下一上の

順で綾杉状のタタキを施す。

I類　口綾部内外面にロクロナデを施す。

無粕陶器蛮

図番号　遺構・層位　類型　　　　　　　　　　　　　　調整技法の特徴

18－15　1－I層　　　　　頸部内面にへラナデの後、口綾部内外面にロクロナデを施す。

18－16　1－I層　　　　　　口綾部内外面にロクロナデを施す。

＊遺構の1および2はそれぞれ堀状遺構1、堀状遺構2を示す。

＊土師質羽釜と土師質土喝にはいずれも口綾部内外面にヨコナデが施されている（羽釜では外面の鍔の下

端まで）。また須恵質婆にはいずれも口緑部内外面にロクロナデが施されている。
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1．須恵器

2．須恵器、陶器
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19－1

左上確認調査出土土器　左下・右上下須恵器
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